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第 2 回エズラ・ヴォーゲル記念フォーラム 

「アジア研究の過去・現在・未来（そのⅡ）」全記録（Ⅰ） 
<開会の挨拶と趣旨説明> 

 
 
主催 愛知大学国際中国学研究センター（ICCS） 
共催 中日新聞社 
後援 公益財団法人愛知大学教育研究支援財団、愛知大学同窓会 
日時 2024 年 7 月 6 日（土）13：00～17：00 
会場 愛知大学名古屋キャンパス 本館 20 階大会議室 

オンライン配信：ZOOM ビデオウェビナー 
使用言語 日本語 
 
プログラム 

 
第一部 開会式と講演の部（総合司会 田中英式） 
  開会の挨拶 広瀬裕樹（愛知大学理事長・学長） 

趣旨説明 李春利（愛知大学国際中国学研究センター（ICCS）所長） 
          衛娣（周南公立大学講師・ICCS 客員研究員） 
 

  記念講演 國分良成（慶応義塾大学名誉教授、前防衛大学校長） 
    演題「歴史的視点から見た日米中関係の現在―ヴォーゲル先生に敬意を込めて―」 

 
基調講演 リチャード・ダイク（ハーバード大学アジアセンター顧問） 
演題「半導体産業をめぐる米中日競争のフロンティア」 

 
第二部 パネルディスカッション 

テーマ： 「アジア研究の過去・現在・未来（そのⅡ）」 
パネリスト：國分良成（慶応義塾大学名誉教授、前防衛大学校長） 

リチャード・ダイク（ハーバード大学アジアセンター顧問） 
李廷江（清華大学日本研究センター所長、中央大学教授） 
江藤名保子（学習院大学教授） 

モデレーター：李春利（ICCS 所長） 
・一般討論＆質疑応答 
・総括 佐藤元彦（愛知大学大学院長） 
・閉会の挨拶 鈴木孝昌（中日新聞社取締役・名古屋本社代表） 
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第一部 開会式と講演の部 
 
田中英式（愛知大学経営学部教授、総合司会） 

皆さま、本日は休日にもかかわらず多数お集まりいただき誠にありがとうございます。

では、愛知大学国際中国学研究センター（ICCS）主催の第 2 回エズラ・ヴォーゲル記念フ

ォーラムを開催いたします。本日のフォーラムは、昨年度の第 1 回に引き続きまして、中

日新聞社さまに共催のご協力をいただいております。また、愛知大学教育研究支援財団さ

ま、並びに愛知大学同窓会さまにご後援をいただいております。この場をお借りしまして、

ご支援・ご高配に厚く御礼申し上げます。申し遅れましたが、私は本日の司会進行を担当

させていただきます、本学経営学部の田中と申します。よろしくお願いいたします。 
 それでは、開会に当たりまして、本学理事長・学長の広瀬裕樹先生より開会のごあいさ

つを賜ります。広瀬先生、よろしくお願いいたします。 
 
 

第 2 回エズラ・ヴォーゲル記念フォーラム 開会の挨拶 
 

広瀬裕樹（愛知大学理事長・学長） 

 

ただいまご紹介にあずかりました学長の広瀬でございます。本日は大変お暑いところ、

第 2 回エズラ・ヴォーゲル記念フォーラム「アジア研究の過去・現在・未来（そのⅡ）」

にお越しいただき、誠にありがとうございます。おかげさまで、会場も満員のうえにオン

ラインでもほぼ満員という状況でございまして、この注目度の高さに非常に感激をしてい

るところでございます。 
 そして、本日のフォーラムの開催に至りまして、まずご講演いただきます國分先生、リ

チャード・ダイク先生、そして後半のパネリストとしてご参加いただきます李廷江先生、
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江藤先生、そして鈴木さまには大変お忙しいところ、本フォーラムにご参加くださいまし

て誠にありがとうございます。学長として、心より御礼を申し上げたいと思います。 
 また、このフォーラムの企画に当たっては、ICCS・国際中国学研究センターの皆さまに

はご準備に大変ご尽力いただきました。改めまして厚く御礼を申し上げたいというふうに

思います。おかげさまで、大変充実したプログラムになっているかと思います。私自身も

一聴衆として大変楽しみにしております。 
 ところで、最近の日本は今年一番と言っていいような暑さに覆われているところでござ

います。さきほど気象庁の発表を確認しましたところ、ここ名古屋も気温が 35 度を超えた

ということでして、全国でもトップクラスの暑い地域となっております。本日のフォーラ

ムでは、ぜひこの外気温に負けないような、熱い議論、熱い講演が交わされることを期待

しておりますが、ただ、くれぐれも「熱中症」にはお気を付けいただければというふうに

思います。後半の司会をご担当いただきます李春利先生にも、ヒートアップしそうになる

ところ、ぜひともクールダウンにと、気を付けていただければと思います。本日はどうか

よろしくお願いいたします。 
 
田中：広瀬先生、どうもありがとうございました。続きまして、愛知大学国際中国学研究

センター所長の李春利先生、並びに、周南公立大学の衛娣先生より、本日のフォーラムの

趣旨についてお話しいただきます。なお、衛先生は今年の 3 月まで ICCS 研究員として本

フォーラムの企画・運営に携わってこられました。では、李先生、衛先生、よろしくお願

いいたします。 
 
 

第 2 回エズラ・ヴォーゲル記念フォーラム 
「アジア研究の過去・現在・未来（そのⅡ）」趣旨説明 

 
李春利（愛知大学国際中国学研究センター所長） 

         衛 娣（周南公立大学講師・ICCS 客員研究員） 
 
李春利（愛知大学経済学部教授・ICCS 所長） 

ただいまご紹介にあずかりました愛知大学国際中国学研究センターの李春利と申しま

す。今日は暑い中、大勢の皆さまにご来場いただき本当にありがとうございます。今日は

事務局の集計によりますと、会場参加はとっくに締め切っておりますが、50 名を超過しま

した。また、オンライン参加も今日の午前中の集計ですと 465 名となります。すなわち、

申し込みベースでいえば、会場プラスオンラインで 520 名を超えているということで、皆

さんから多大なご関心を寄せていただいていることに対し、ICCS を代表して心から厚く

御礼を申し上げます。本当にありがとうございます。 
昨年に引き続き、今年のエズラ・ヴォーゲル記念フォーラムは第 2 回目となります。昨

年の第 1 回目も皆さまのおかげさまをもちまして、同じぐらいの規模の 520～530 名の申

し込みをいただき、盛大に開催できました。2 回目もこういう形で開催することができま
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して、主催者の一人としてはとてもうれしく思っているところです。 
また、今年も、中日新聞社さまの共催をいただき、これまで 4～5 年間継続いただいてお

り、大変お世話になっております。また、愛知大学教育研究支援財団さまからの助成、愛

知大学同窓会さまからの多大なご支援もいただきまして、併せて心から深く感謝申し上げ

ます。 
 私が用意しました趣旨説明をご覧いただきながらお聞きいただければと思います。 

まず、共催者の中日新聞さまには今年の 1 月 19 日付けの『中日新聞』の紙面をお借りし

て、エズラ・ヴォーゲル先生の蔵書が愛知大学に寄贈された経緯や、ヴォーゲル先生が 4
年前に愛知大学に講演に来られた時の話、それから蔵書の中身について寄稿させていただ

きましたので、ご参考いただければと思います。その次のページは、昨年 7 月 1 日に開催

された第 1 回「エズラ・ヴォーゲル記念フォーラム」のポスターです。 
 

特集発行：「第 1 回エズラ・ヴォーゲル記念フォーラム全記録」 
 
本日の私の話は、この 1 年間、私たちは主になにをやってきたのか、その流れについて

簡単にご紹介したいと思います。次の写真は、昨年 1 回目のエズラ・ヴォーゲル記念フォ

ーラムの状況で、会場は違いますが、パネルディスカッション時の風景です。そして、私

たちのこの 1 年間の仕事の成果になりますが、ICCS 機関誌である『ICCS 現代中国学ジャ

ーナル』（電子定期刊行物、第 17 巻第 1 号）に、第 1 回エズラ・ヴォーゲル記念フォーラ

ム「アジア研究の過去・現在・未来」と題した特集を組みました。 
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2024 年 1 月 19 日付『中日新聞』夕刊文化芸能面より許可を得て転載 
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その特集の内容は目次のページに示されたとおりで、すなわち、第 1 回「エズラ・ヴォ

ーゲル記念フォーラム」の全記録を、文字バージョンとしてまとめました。この特集には、

合わせて 9 本のペーパーを収録しております。昨年は日英同時通訳を入れましたので、英

語でのご発言も全部日本語に翻訳し、本人の確認・承諾を得てここに掲載させていただき

ました。 
ちなみに、ICCS のホームページに、総合データベースという欄がありますので、そこに

は、この『ICCS 現代中国学ジャーナル』の過去 15 年分の論文が全部掲載されており、す

べての資料はフリーダウンロードができます。今回の第 1 回「エズラ・ヴォーゲル記念フ

ォーラム」の全記録は全部で約 170 ページになっており、記念講演やパネルディスカッシ

ョンの内容はもとより、講演者の PPT や貴重な写真も多く掲載されております。 
その中で特に強調しておきたいのは、今回の特集の第 3 項に、ヴォーゲル夫人のシャー

ロット・アイケルズ（Charlotte Ikels）教授が寄せてくださったビデオメッセージがあり、

その英語の原文および日本語の訳文が掲載されているということです。昨年の第 1 回ヴォ

ーゲルフォーラムにご参加いただいた皆さまは、記憶しておられるかもしれませんが、奥

様から見たご主人の研究方法やご自宅で長年開催されてきた「ヴォーゲル塾」の回想など

が収録されており、とても素晴らしいビデオメッセージです。 
ご存じのように、愛知大学はヴォーゲル夫人からヴォーゲル先生の蔵書約 3,600 点のご

寄贈を受けました。その中で本は約 3,100 冊、そのほかに、雑誌や紙媒体の資料、および

ハーバード大学での講義資料も約 500 点あります。それらが昨年末にアメリカのボストン

から愛知大学名古屋校舎に届きました。今、名古屋図書館で整理・登録作業を進めている

最中です。これらの資料の一部を、私はこれからご紹介したいと思います。 
 今から約 2 年前に、私はこれからご登壇

いただく友人のリチャード・ダイク先生と

一緒にハーバード大学の近くにあるヴォー

ゲル先生のご自宅を訪ね、ヴォーゲル先生

の書斎と書庫を見学し、引き取る前のヴォ

ーゲル蔵書のすべてを見てまいりました。

これはその時、ご案内いただいたヴォーゲ

ル夫人のシャーロット先生と一緒に撮った

写真です。このシャーロット先生のビデオ

メッセージは、この後、再度放映させてい

ただく予定です。約 12 分間で、日本語の字

幕も全部入っており、第 1 回「エズラ・ヴ

ォーゲル記念フォーラム」のハイライトの

一つにもなった貴重な映像です。 
  

それから、ここには特別寄稿というのがあり、“The Study of Asia at Harvard University: 
Before and After Ezra Vogel”と題して、ハーバード大学アジアセンター所長のジェームズ・

ロブソン（James Robson）教授が執筆されたものです。彼がお書きになったハーバード大
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学 150 年間のアジア研究の歴史に関する大論文で、この特集に収録させていただきました。

英文で約 40 ページ、中にはスライドと貴重な写真が約 50 枚入っております。 
 

寄贈リストをベースにした英語論文の発表 
  
それから、この後、衛娣（Di Wei）先生にご紹介いただく予定ですが、ICCS ではヴォー

ゲル夫人が寄贈してくださった約 3,600 点の蔵書リスト、すなわち、寄贈リストを作成い

たしました。そこから読み解くヴォーゲル蔵書の特徴、先生の人的ネットワーク、蔵書の

中にある数多くの書き込みなどについて、衛娣先生を中心に次の英語論文にまとめさせて

いただきました。私も名前を連ねさせていただきましたが、この論文も本特集に掲載され

ております。それを通じて、ヴォーゲル蔵書の概要や先生のアジア研究の特色がある程度

判るのではないかと思います。 
 

“Ezra Vogel's Library Legacy: An Analysis and Insights into Scholarly Interests and 
Contributions Based on Digital Humanities” 

（Di Wei, Chunli Li, ICCS Journal of Modern Chinese Studies, Vol.17(1), 83-105, 2024） 
 
 特集の最後に、ICCS が特別に記念出版した 2 冊の本の書評も収録されております。ご覧

になっている方もいらっしゃるかもしれませんが、『エズラ・ヴォーゲル 最後の授業―永

遠の隣人―』（あるむ、2021 年）という本で、ヴォーゲル先生の愛知大学での講演録やそ

の解説文などを中心にまとめられた一冊です。今から 3 年前、先生が亡くなられた次の年

に出版されたものですが、一般市販されており、アマゾンでも入手できます。この本に関

する書評は、関西大学の陶徳民名誉教授にご執筆の労を執っていただきました。約 20 ペー

ジに及ぶ重厚なものであり、書評というよりは、圧巻となった「エズラ・ヴォーゲル論」

そのものだと思います。 
 最後の一本の書評は、私が編著した『不確実性の世界と現代中国』（日本評論社、2022
年）という本に対するものです。これは、ヴォーゲル先生のご令息のスティーヴン・ヴォ

―ゲル（Steven K. Vogel、カリフォルニア大学バークレー校教授）やお弟子さんのクリステ

ィーナ・デイビス（Christina L. Davis、ハーバード大学教授）を含め、日米中の 19 人の研

究者が共同で執筆した一冊です。アジア経済研究所の木村公一朗主任研究員のご執筆によ

るものです。 
 以上は、ICCS 電子ジャーナルの特集の主な内容であり、これはどこからでもアクセスで

きて、フリーダウンロードもできますので、皆さまのご参考になれば幸いです。 
 

著名人の署名入りの謹呈本 
 
 それからヴォーゲル蔵書からサンプルとして数冊の本をご紹介したいと思います。ヴォ

ーゲル先生の人望といいましょうか、著名人の署名入りの謹呈本が結構あります。例えば、

なかには中曽根康弘元首相の本が 6 冊入っており、その中の 3～4 冊は署名入りで、英語
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の本も入っています（写真省略）。ヴォーゲル先生と中曽根さんとの交流が長く、さきほ

どご紹介したヴォーゲル夫人のビデオメッセージの中にも二人の写真が入っています。こ

のビデオは愛知大学の公式 YouTube チャンネルで一般公開されており、「愛知大学 エズ

ラ・ヴォーゲル」と検索すればすぐ出てきます。 
 また、中国の江沢民元国家主席の署名入りの本は 3 冊入っており、「二〇〇六年十一月

廿一日」と日付も書かれています。ヴォーゲル先生は、江沢民さんには何度も会っていま

す。ご存じの方がいらっしゃるかもしれませんが、1997 年、当時の国家主席である江沢民

さんが、クリントン政権下のアメリカを正式訪問しました。エズラ・ヴォーゲル先生のご

尽力により、江沢民さんはハーバード大学で講演しました。 
ハーバード大学では「江沢民国家主席を歓迎するハーバード大学実行委員会」が組織さ

れ、その実行委員長にエズラ・ヴォーゲル先生が選ばれました（Chairman of the Harvard 
Committee to Welcome President Jiang Zemin）。ハーバード大学では江沢民さんはきれいな

英語で講演していましたし、質疑応答も全部英語でこなしました。江沢民さんの英語講演

は今でも YouTube で聞けるので、私も聞きました。また、2006 年というのはたぶん江沢民

さんが国家主席の任期を満了した後の時期だったと思います。ヴォーゲル先生はハーバー

ド大学の学長と一緒に、北京の中南海を訪問し、江沢民さんに会いました。 
 そのほかに、ノーベル平和賞を受賞した韓国の金大中元大統領の謹呈本も数冊あり、本

人の名刺とサイン両方が入っていました。皆さんご存じのように、金大中さんは最初に日

本へ亡命し、その後は、ハーバード大学にも亡命して、ヴォーゲル先生とはずいぶん前か

ら交流があったそうです。また、台湾の李登輝元総統の署名入りの本もありました。 
また、石原慎太郎さんと盛田昭夫さんの『「NO」と言える日本』1という有名な本もあ

りました。石原さんの署名は殴り書きで読みづらかったのですが、「これ誰だろう？」と

一瞬思っていましたが、よく見たら「ああ、あの石原さんか」と気づきました。そのほか

にも、盛田昭夫さんや松下幸之助さんなど、日本の著名な経済人たちの寄贈書も結構あり

ます。 
 

ハーバード大学での講義資料 
  

さらに、寄贈された紙媒体の資料の中には、ハーバード大学での各種講義資料も入って

いました。ヴォーゲル先生は、長年にわたりハーバード大学で全学向けのコアカリキュラ

ムとして講義し続けた科目があり、その時の講義資料を、愛知大学に寄贈してくださいま

した。講義の科目名は“Foreign Culture 26: Industrial East Asia”となっており、日本語に訳

せば、「外国文化 26  東アジアの工業化」ということになります。この授業は７つの単元

に分かれており、全部で 26 回分になります。これらのレジュメにはいっぱい書き込みが入

っています。 
例えば、1980 年のシラバスでは、「東アジアの伝統」を踏まえて、第 3 単元では、“The 

Original Japan Model（Meiji）”を取り上げられ、明治時代の日本モデルについて 5 回に分

                                                  
 
1 石原慎太郎・盛田昭夫『「NO」と言える日本―新日米関係の方策』光文社、1989 年。 
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けて講義されています。また、オリジナルな日本モデルの伝播と拡散という観点から、“The 
Spread of the Original Model: Japanese Imperialism”という単元では、日本帝国主義時代の台

湾と韓国・朝鮮半島について講義されています。 
 

 



 
 
 

ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.17(2) 2024 
 

 19 

 
それから、第二次世界大戦後の日本モデルについて、第 5 単元では、“The Reversed the 

Japanese Model（Post World War II）”というテーマで、これも 6 回に分けてやっています。

そして、第 6 単元“The Spread of the Reversed Model”では、台湾、韓国、香港、シンガポ

ールという東アジアへの戦後の日本モデルの伝播について説明されています。彼が執筆し



 
 
 

ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.17(2) 2024 
 

 20 

た『アジア四小龍』2は、これらの講義資料や各種ノートなどをベースにしてまとめられた

のではないかと推測しております。 
 最後に、“The Future of the East Asian Model”の単元では、中国を取り上げられています。

1980 年時点での講義のレジュメなので、この時期における中国の経済発展はむしろこれか

らですが、ちゃんと視野の中に入っています。おそらく広東での現地調査を始めた時期な

のではないかと思います。 
これらの資料の中で、一番古いのは 1979 年の講義資料が見つかりました。ちょうど『ジ

ャパン・アズ・ナンバーワン』が出版された年です。ハーバード大学では、日本や東アジ

アについてこういうふうに教えられているのが判りました。ところで、ヴォーゲル先生の

授業を受講した学生たちは今どこにいるのかを考えると、興味が湧きます。おそらくヴォ

ーゲル先生の授業を聞いてアジアに関心を持つようになったり、あるいはコミットするよ

うになったりしはじめたのではないかと想像しています。 
実際のところ、この全学向けの講義のほかに、ハーバード大学ケネディスクール（ジョ

ン・F・ケネディ行政大学院）やビジネススクール、社会学部での授業資料などもあります。

受講者名簿には、アジア系学生の名前も多く見かけたりします。 
 また、これらのレジュメにはたまに漢字も出てきたりします。例えば、「文明開国」「和

魂洋才」「士魂商才」など、ちゃんと日本語で書かれており、きれいな英語に訳されてい

ます。「よく知っているなあ」と、感心しながら読み漁っていました。 
ここでは、戦後の日本モデルに関する講義の配布資料をサンプルとして取りあげており

ます。まず、いわゆる「55 年体制」の政治体制と経済体制がそれぞれどのように形成され

たのかについて、細かく分けて講義されています。また、「護送船団方式」についても一

部漢字で書かれています。私の専門分野は経済学ですけれども、東アジアの経済成長モデ

ルは、よく「政府主導型経済発展」と言われています。ここには、日本の省庁の名前がず

らりと並んでおり、また、系列（Keiretsu）・財閥（Zaibatsu）・経団連（Keidanren）など

の言葉も日本語の発音のままで出てきているので、懐かしい言葉が見て取れます。 
 とりわけ、官僚制度に対してヴォーゲル先生は非常に強い関心持っておられ、官僚制度

の話は繰り返し出てきており、その役割について強調されています。先生に直接お話を伺

った時も、下村治とか宮崎勇とか、昔の経済官僚はスケールが大きいとおっしゃっていま

した。 
それから、「55 年体制」の政治体制がどのように確立されたのかについても、詳しく解

説されています。左派・右派とか、「吉田学校」とか、ビスマルクのコメントも出てきた

りします。とりわけ「吉田学校」（The Yoshida School）のところでは、岸信介や池田勇人、

佐藤栄作、田中角栄など歴代の首相たちの名前がずらりと出てくるのです。これはかなり

体系的な日本研究と言えます。このように、戦後の日本モデルの形成、およびそれが東ア

ジア地域にどのように伝播されていったのかについて、かなり具体的に解説されています。 
 
                                                  
 
2 Ezra F. Vogel, The Four Little Dragons: The Spread of Industrialization in East Asia, Cambridge, 
MA: Harvard University Press, 1991. 日本語訳：『アジア四小龍―いかにして今日を築いたか』、

渡辺利夫訳、中公新書、1993 年。 
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さらに、台湾についてです。台湾もちゃんと「大陸反攻の基地」と書かれています。そ

れから、蒋介石（Chiang Kai-shek）時代、蒋経国（Chiang Ching-guo）時代、李登輝（Lee 
Deng Hui）時代に分けて各時代の特徴と政策について説明されています。また、書き込み

がいっぱいあり、それらは次の授業に活かされていくのです。 
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最後に、寄贈資料の中には一部取材ノート

も入っており、たまには漢字も見られ、「拝

金主義」という漢字が出てきたりします。古

いものとしては、1980 年代初頭にヴォーゲル

先生が広東省で行った大規模な現地実態調査

の取材ノートの一部も見つかりました。 
この写真は、2019 年 11 月 23 日にヴォーゲ

ル先生がこの愛知大学名古屋校舎でご講演い

ただいた時のものです。われわれが当時の写

真やポスターなどを DVD に焼いて先生のご

自宅にお送りしました。ヴォーゲル先生は翌

年突然に急逝されましたので、ご自宅の書斎

の机にはこの DVD がそのまま置かれていま

す。これからご講演いただくリチャード・ダ

イク先生と私は、2 年前にご自宅を訪ねた際

に、この机の前で記念写真を撮ってまいりま

した。 
 

「競争相手を必ずしも敵にする必要はない」 
 
最後に、松下幸之助さんが作られた松下政経塾で、ヴォーゲル先生は 2 回ぐらい日本語

で講演されました。先生は中国では中国語で、日本では日本語で取材や講演を行い、わり

と徹底的に実行しておられました。寄贈された松下政経塾関連の書籍には、ハーバード大
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学からはジョン・ガルブレイス（John K. Galbraith）、エズラ・ヴォーゲル、ハーバード・

ビジネススクールの学長であるジョン・マッカーサー（John H. McArthur）たちが登場して

います。私にとって一番印象的だったのは、85 歳の松下幸之助さんが私財 70 億円を投じ

て松下政経塾を作ったことです。松下幸之助さんの高い志には深く感銘いたしました。 
1980 年前後のことでしたので、当時はちょうど日米貿易摩擦の真最中でした。松下政経

塾で講義された時のヴォーゲル先生の言葉が、私の印象に強く残っています。 
彼が言うには、「日本はわれわれの競争相手ではありますが、競争相手を必ずしも敵に

する必要はない」ということでした。約 40 年後の 2019 年に、ヴォーゲル先生が愛知大学

の「中国公開講座」で講演された時も、また同じことをおっしゃっていました。つまり、

「中国はわれわれの競争相手ではありますが、競争相手を必ずしも敵にする必要はないの

です」。この言葉は、ICCS が出版した『エズラ・ヴォーゲル 最後の授業―永遠の隣人―』

という本にも収録されております。 
 それでは、私の部分はこのくらいにして、あとは衛娣先生にお願いいたします。 
 

衛娣（周南公立大学講師・ICCS 客員研究員） 
 

 
 

皆さま、こんにちは。私は昨年度まで愛知大学 ICCS 研究員として、エズラ・ヴォーゲ

ル先生の蔵書が愛知大学に寄贈された際に、寄贈リストの作成を担当いたしました。今回

は、寄贈リストのデータを基に李春利先生と共同で下記の論文を執筆いたしました。 
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この論文を作成するにあたり、ヴォーゲル蔵書の寄贈リストを主要なデータ源として、

そこからエズラ・ヴォーゲル先生の学術的な関心と、渉猟された幅広い学問領域を明らか

にし、少しでも記録に留めておきたいと思い、努力してまいりました。 
 さきほど李先生が紹介したように、この英語論文は愛知大学 ICCS の機関誌『ICCS 現代

中国学ジャーナル』第 17 巻第 1 号に掲載されております。これはオンラインの電子ジャ

ーナルなので、どこからでもアクセスし、フリーダウンロードができます。ここでは、こ

の論文に収録された代表的な図表を中心にご紹介させていただきたいと思います。 
まずご紹介したいのは、エズラ・ヴォーゲル先生の蔵書の種類です。ご覧のように、蔵

書の中には書籍だけではなく、ほかにもさまざまな種類の出版物が含まれております。つ

まり、ヴォーゲル先生は多様なメディアとリソースから各種情報やデータを収集している

ことが分かります。さきほど李先生が紹介した講義資料は、ここでは“Document”の中に

分類されております。これらの資料はまだ整理している最中なので、今回の論文では書籍

に焦点を絞って検討してまいりました。 
さきほどご紹介したように、3,170 冊の書籍がありましたが、それに対してデータの正確

性を保証するために、まずデータ・クリーニング（data cleaning）を行いました。最終的に

は、2,808 冊の書籍をリスト化し、「蔵書リスト」の表はその一部となっております。その

中には、タイトル、著者、出版社、出版年、言語、分類（カテゴリー）という 6 種類の情

報が含まれております。 
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蔵書リスト（書籍のみ） 
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 次の円グラフは、ヴォーゲル蔵書の言語的分布図です。ご覧のように、なかにはもちろ

ん英語の本は一番多く、全体の 75％を占めております。中国語と日本語は 2 番目と 3 番目

となっており、それぞれ 16％と 9％を占めております。これは、ヴォーゲル先生が中国と

日本の研究に強い関心を持つだけではなく、中国語と日本語を熟知していたことの現れで

もあります。また、わずかですが、韓国語とトルコ語の本も含まれており、ヴォーゲル先

生のご著書（主に鄧小平の本）がこれらの言葉に翻訳された、いわゆる訳書です。なお、

この図のなかにはフランス語が出てきておりませんが、フランス語の雑誌や資料が蔵書全

体のリストのなかに含まれております。ただ、書籍ではありませんので、今回の分析の対

象外となっております。 
 

 
 
そして、次の棒グラフは、ヴォーゲル蔵書のカテゴリー別時間推移の図です。この中で

は、歴史に関する書籍はどの時期においても最も多く、強い存在感を示しています。それ

を通じて、ヴォーゲル先生は歴史的な視点を重視されていたことが分かります。また、ほ

かにはビジネス＆経済、政治学の書籍が 2 位と 3 位を占めており、ヴォーゲル先生はやは

り経済と政治に強い関心を持っておられることが、改めて証明されました。ほかには社会

学や言語学、文学などの本があり、多様な学問的関心を持っておられることが、この図で

ある程度分かると思います。 
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 次は、蔵書の作者頻度を示すワードクラウド（Word Cloud）の図です。例えば、タルコッ

ト・パーソンズ（Talcott Parsons）や、ジョン・キング・フェアバンク（John King Fairbank）、

オーレリア・マルガン（Aurelia G. Mulgan）たちの著書は、ヴォーゲル先生が幅広い視野から

アジア研究を行っていることを窺うことができます。また、鄧小平（Deng Xiaoping）や陳雲

（Chen Yun）などの現代アジアの歴史に影響を与えた重要な政治・歴史的人物に対するヴォー

ゲル先生の強い関心が示されています。さらに、ジョセフ・ナイ（Joseph S. Nye Jr.）やエドウ

ィン・O・ライシャワー（Edwin O. Reischauer）、ロナルド・ドーア（Ronald P. Dore）など、

著名な学者の著書が多数入っており、これらはヴォーゲル先生の専門知識の深さを示しており

ます。 
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 次のヒートマップ（heat map）は、ヴォーゲル蔵書における各国・地域に関する時期的分布

の変化を表しております。この変化から、どの時期においても、中国と日本に強い関心を示し

ていることが分かります。また、時期によってはほかのアジアの国々や地域（韓国、香港、台

湾、シンガポールなど）へのヴォーゲル先生の関心が表われております。 
 

 
  
最後の図は、ヴォーゲル蔵書の共著者ネットワークを示している図です。実際、この共著者

の多くは、アジア研究の分野では非常に著名な学者たちです。共著者たちは多くの地域に居住

しており、多様な学問領域を跨いでいることが分かります。これは、ヴォーゲル先生が研究を
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行う際に国際的かつ学際的なアプローチを多用していることを物語っております。これは、ヴ

ォーゲル先生が構築されたグローバルな人的ネットワークの底力が示されております。 
 

  
以上、簡単な紹介でございますが、ご関心のある方は、ぜひ愛知大学『ICCS 現代中国学ジャ

ーナル』に掲載されたオリジナルな論文をご参考ください。 
 
田中：李先生、衛先生、どうもありがとうございました。 
 それではここで、さきほど李先生のお話にもございましたが、ヴォーゲル夫人よりいただい

た、ビデオメッセージをご覧いただきたいと思います。12 分程度ですが、ご覧ください。 
 

シャーロット・アイケルズ教授（ヴォーゲル夫人）のビデオメッセージ： 
 

The Ezra Vogel Library Comes to Aichi University 
A Message from Charlotte Ikels 

「エズラ・ヴォーゲルの蔵書が愛知大学にやってきた 
―シャーロット・アイケルズさんからのメッセージ―」 
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（ビデオメッセージの動画は愛知大学の公式 YouTube チャンネルにて一般公開されており、以下の

URL もしくは QR コードから閲覧できる。）    

https://www.youtube.com/watch?v=e1GDJ80wfR0 
  
ただいまご覧いただいたビデオメッセージは、昨年、第 1 回エズラ・ヴォーゲル記念フォー

ラムにお寄せいただいたメッセージを再上映したものです。 
 続きまして、慶応義塾大学名誉教授の國分良成先生より記念講演を賜ります。國分先生は、

慶応義塾大学教授、防衛大学校長をご歴任され、申し上げるまでもなく、中国、東アジア研究

の大家であられます。本日は「歴史的視点から見た日米中関係の現在―ヴォーゲル先生に敬意

を込めて―」というタイトルでご講演いただきます。それでは國分先生、よろしくお願いいた

します。 
 

記念講演 
 

「歴史的視点から見た日米中関係の現在 
―ヴォ－ゲル先生に敬意を込めて―」（本誌参照） 

  
國分良成 

（慶應義塾大学名誉教授・前防衛大学校長） 
 
田中：國分先生、大変貴重なご講演をいただき、どうもありがとうございました。國分先生に

はのちほど、パネルディスカッションにもまたご登壇いただきます。 
 では続きまして、ハーバード大学アジアセンター顧問のリチャード・ダイク先生より基調講

演を賜ります。ダイク先生は、ハーバード大学でヴォーゲル先生に師事され、Ph.D.を取得され

ました。ヴォーゲル先生の一番弟子のようなお方です。日本でのご経歴も長く、JETRO や日米

友好基金の理事もご歴任されています。現在は、日本産業パートナーズ株式会社取締役を務め

ておられ、半導体産業の国際競争に関して深いご造詣をお持ちであられます。本日は「半導体

産業を巡る米中日競争のフロンティア」というタイトルでご講演いただきます。それでは、ダ

イク先生、よろしくお願いいたします。 
 

基調講演 
 

「半導体産業をめぐる米中日競争のフロンティア」（本誌参照） 
 

リチャード・ダイク 
（Richard Dyck, ハーバード大学アジアセンター顧問） 

 
 

https://www.youtube.com/watch?v=e1GDJ80wfR0

